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国語科 

 

 

杉本 竜也 

１ 国語科における主眼について 

  国語科では，授業の主眼を二つの観点から書きます。一つは内容【思考力，判断力，表現力等】 

 です。二つは，その内容を捉えるための見方や思考方法，活動【言語活動】を書きます。 

○ 主眼の作り方の例 

 主眼１ ～において，～を（捉える，想像する，表現する）ことができるようにする。 

 主眼２ ～に着目し，～する活動を通して，～について説明することができるようにする。 

【第２学年 「スイミーの授業」の主眼１の例】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 国語科における単元指導計画について 

  国語科では，単元を見通して「言葉による見方・考え方」を働かせながら，言語活動を通して， 

言葉の特徴や使い方を理解し自分の思いや考えを深めていくことが大切です。 

  国語科の単元指導計画では，まず学習する内容を知り，そのために必要な言語活動を行い，活動 

を通して学習したことを振り返ることで理解を深めます。この過程を踏むことで，前時までに学習 

した場面や着目する言葉を基に国語を正確に理解し，適切に表現することができます。 

  国語科においては，単元全体 

として設定した単元全体の問い 

（学習課題）を解決するために 

一単位時間の学習を行っていき 

ます。大きな問いを解決するた 

めに一単位時間に小さな問いを 

解決していくという目的意識を 

常にもたせることが大切です。 

国語科（文学的な文章）における授業づくりのポイント 

 

前時の 
挿絵 

本時の 
挿絵 
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３ 国語科における一単位時間の学習過程について 

  国語科では，子供自らが問題意識をもち，既習の学び方を基に見通しを立てて，叙述を根拠に， 

自分の考えをつくり，他者との話し合いの中で新たな考えを見いだしたり，自分の考えを付加，修正，

強化したりしていく問題解決的な学習過程を大切にします。 

 ○ 一単位時間の学習過程（波線は，ICT活用）※ 低学年の物語の学習において 

４ 国語科における ICTの活用について ※ ICTの活用は手立てであり，目的にならないようにする。 

  国語科では，ICTの活用について大きく二つの用い方があります。 

 ・既習内容の振り返りや自他の考えの共有といった毎時間の用い方 

 ・学習課題に対しての自分の考えをまとめ，蓄積していく用い方 

○ 国語科における ICTを用いる学習過程 

 

段階 子供の活動 〇教師の具体的支援 

導

入 

 

○ 既習の場面と本時の場面を比べ，本時学習のめあ

てについて話し合う。 

 

 

○ 既習と本時の場面の相違点に気付

かせるために，既習の場面を学習者

用端末に提示する。  

展

開 

○ 既習の場面の解決方法を振り返り，本時の場面の

解決方法の見通しをもつ。 

 

 

○ 見通しを基に，本時学習のめあてに対する自分の

考えをつくる。 

 

○ 自他の考えを比較し，考えを深める。 

 

  

○ 既習の見方・考え方を振り返らせ

るために，既習の板書写真を保存し，

いつでも見ることができる環境を整

える。 

○ 自分の考えをつくらせるために，

教材文を読みながら具体物操作をす

ることができる場を設定する。 

○ 自他の考えを比較し，新たな考え

の再構成，考えの付加，修正，強化さ

せるために，自分の考えを友達に説

明する場を設定する。 

終

末 

○ 学習内容を振り返り，本時学習のまとめをする。 

 

 

○ 学び方を振り返り，次時への見通しをもつ。 

 

○ 本時学習で見いだした考えをまと

めさせるために，キーワードを板書

上に整理する。 

○ 本時学習の学び方を積み上げさせ

るために，見通しとまとめの関係性

を振り返る場を設定する。 

めあて   □□についてしょうかいしよう。 

まとめ   □□は…である（…するとよい）。 

既習の場面 本時の場面 

【見通しは以下の２つを書きます。】 
□見方（着目する所） □考え方（思考方法） 

教材文の叙述 考えをつくる 
見比べ 

見比べ 

具体物操作 

比較 

自分の考え 他者の考え 
見比べ 

比較（相違点・共通点） 

新たな考えの構築，考えの付加，修正，強化 

見比べ 
関係付け 本時の見通し 本時のまとめ 


